
《事業目的》

《事業開始の背景》
《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること

１　意識啓発講座の開催　　５１９千円　

《事業概要》 【市】

《事業展開の留意事項》

基本計画に 公募委員へ

掲げる施策 応募

等の推進に

関する意見

《成果指標》
24 25 26

２　花巻市地域婦人団体協議会事業補助金　　７００千円
男女共同参画社会の実現にむけた活動を推進する団体及び人材の育成を図る。

男女共同参画推進事業 （総括表）

①
男女共同参画社会という言葉や意味を知っ
ている市民の割合【市民アンケート】

％
目標 86 87

②
職場・学校・地域における男女の平等が図
られていると考える市民の割合【市民アン
ケート】

％
53

実績 43 46

実績 79 81
目標 52

〕

担当係長会計 款 項 目 事業ｺｰﾄﾞ 事業名 分 野

平成 25 年度 事務事業マネジメントシート 〔 事後評価

事業
期間

単年度繰返 期間限定 〔平成

担当部(機関) 担当課(機関) （内線）

一般 02 01 06 0405 男女共同参画推進事業 地域づくり

年度 ～ 平成 年度〕

総合政策部

年度

事 業 費
1,219

25 年度 当初(現計) 補　正 25

その他

地域づくり課 加藤　充

年度 26

457

男女共同参画基本法の基本理念にのっとり、男女共同参画社会形成の促進のため、花巻市男女共同参画推進条
例を制定するとともに、具体的な指針として基本計画を策定。「男と女が、自立し、対等な人間として尊重し
合い、ともに参画するまち」の実現に向け、啓発等の事業を実施。

男女共同参画学習講座３回、男女共同参画推進ワークショップ、DV防止について考えるセミ
ナー、出前講座、企業・団体等との協働による啓発講座の開催、サポーター養成講座等参加支
援、女性団体の活動支援、情報の掲載２回

市民参画の有無 〔

一般財源 1,219

財
源
内
訳

国県支出金

男女共同参画の意識啓発

地方債

項 目 単位 区分 年度(実績) 年度(見込) 年度(計画)

対象外 〕

③ ％
目標

実績

【男女共同参画推進員】 

20千円×15人＝300千円 

●条例第１０条により設置 

▼地域や団体への意識啓発 

▼地域住民とのパイプ役・施

策等に対するモニター役 

【市民】 

●男女が自立し、対等な人

間として尊重しあいともに

参画するまちの実現を目

指す 

【地域】 

 ●地域との連携・啓発 

  ▼コミュニティ会議 

  ▼自治会 

  ▼各種団体 

  ▼振興センター 

●意識啓発講座の開催 

講師謝礼等 647千円 

 ▼学習講座  

 ▼ワークショップ 

 ▼ＤＶセミナー 【市民協働参画課】 

  

【推進幹事会】 

 ●基本計画に基づく

男女共同参画の推進 

  ▼施策の点検評価 

  ▼庁内での営発 

  ▼調査・検討 

参加 企画 

推進活動の働き掛け 
協力・受講 

周知 

依頼 

浸透 

啓発 

活動支援 

【男女共同参画審議会】 

報酬額４千円×２回×15人＝120千円 

●施策の基本的事項及び重要な事項の調査・審議 

●基本計画の策定及び変更に関する調査・審議 

【事業者】 

 ●ワークライフバランス 

  の実現 



《環境変化、意見・要望》…環境変化はないか？　意見や要望が寄せられていないか？

 公共関与の妥当性
妥当である

見直し余地がある

妥当でない

 成果の向上余地
向上余地がある

向上余地がない

《事業概要》…上記目的を実現するための事業手法を記載すること  事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

 受益と負担の適正化余地
受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

適正である

〔 〕
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

後援・協賛 補助・助成 委託 《総合評価》…上記評価結果の総括

24 25

24 25

男女共同参画推進事業

要因分析

成果指標の実績は、目標値よりも低い値であるが、①及び②とも緩やかに上昇していることか
ら、市民に対する啓発事業が徐々に効果を出してきている。

実績

達成度

③ ％
目標

目標値より高い 概ね目標値どおり 目標値より低い

実績 43.4
②

職場・学校・地域における男女の平等が図られて
いると考える市民の割合【市民アンケート】 ％

目標 52.0 53.0
45.7

（附表）

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分 年度(実績) 年度(実績) 年度(計画)

①
男女共同参画社会という言葉や意味を知っている
市民の割合【市民アンケート】 ％

目標 86.0 87.0
実績 79.3 81.0

　男女共同参画について市民への周知及び意識啓発を図るため、講座やワークショップ等の開
催、並びに広報紙等による情報提供を実施した。さらに、広報媒体としてＦＭはなまきの活用に
ついても取り組んだ。また、男女共同参画推進員による出前講座にワークショップを取り入れて
内容の充実を図っている。

② 広報紙等による情報の提供回数 回
計画 11 11

講座・フォーラム等の開催数 回

実績 15 22

③
計画

実績

①

効
率
性

事業費、人件費とも最小限の適正な額である。

男女共同参画学習講座３回、男女共同参画推進ワークショップ、DV防止について考えるセミ
ナー、出前講座、企業・団体等との協働による啓発講座の開催、サポーター養成講座等参加支
援、女性団体の活動支援、情報の掲載２回

公
平
性

男女共同参画に係る事業は、全ての市民が対象であるため、受益
機会・費用負担に不公平はない。

市民参画の有無 対象外

政　策

市民協働
の形態

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 年度(実績)

男女共同参画の意識啓発

年度(実績) 年度(計画)

計画 8 8
実績 9 12

都市内分権構築で市民参画・協働
のまちづくり

男女共同参画社会の実現推進
5-5

市が委嘱する男女共同参画推進員からは、地域での活動の場が少ないや地域に入って行きにくいなどの意見を
いただいている。

事業参加者へのアンケートでは、事業内容への満足度が高いこと
が伺えることから、意識啓発に繋がる情報提供や講座の企画や周
知方法を工夫することにより成果の向上は期待できる。対象 市民

意図
男女共同参画について関心を持ち理解を深めてもらうことにより、様々な分野で男女が性
別に関わりなく、参画と協働ができるようになる。

目
的
妥
当
性

花巻市男女共同参画推進条例第４条第１項の規定により、市は基
本理念にのっとり、男女共同参画の推進に関する施策を総合的に
策定し、及び実施する責務を有すると規定されている。

総合
計画 5

施　策

有
効
性

目的

平成 25 年度 事務事業マネジメントシート 〔 事後評価

男女共同参画推進事業

会計 款 項 目 事業ｺｰﾄﾞ 事業名

〕

一般 02 01 06 0405


